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難治性円形脱毛症に対する局所免疫療法
―SADBE療法―
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図６：開始６ケ月後。発毛面積が80％を越えている。患者は自発的に髪を短くしている。
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図７：開始９ケ月後。この時点でＣＲと判定。この後は１ケ月に１回の維持療法中。

用して炎症を増強すると有効という報告5'もある。症言われている。局所免疫療法の前後で病変部位のサイ

例１でも液体窒素圧抵と高濃度SADBEを使用してい トカイン発現を検討6)したところ，治療後ではIFN-Y発

るが，まだ十分な効果は得られていない。 現が低下し，一方ＩＬ－２，ＩＬ－８，IL-10，TNF-oCの発

SADBE療法の作用機序はまだよくわかっていな現は上昇している。

い。ＡＡの病変部位ではIFN-Yの発現が冗進しているこＡＡの治療ガイドラインを提示しているのはアメリ

とよりＴｈｌ細胞有位の病態と理解きれる。Ｔｈｌ有位力とイギリスだけであるが，その中でイギリスのガイ

の病態にはIL-12の関与が想定きれ，SADBEなどの局ドラインでは局所免疫療法はもっとも推奨度とエビデ

所免疫療法はこの病態にTh2シフトを引き起こすとンス度が高い。イギリスのガイドラインでは本邦でし
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